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改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題
評 価 対 象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 ① ② 総合
Ⅰ 特色ある学 １ 高大連携に努めていま ① 大学との連携に努めている ○ オンライン等によりオナークラスを中 高大連携事業については、文部科学省に ○ 学年全体が関わる高大連携事業の一層
校づくりに努 すか。 と感じる生徒が80％以上である。 Ａ Ａ Ａ 心とした高大連携を実施した。理系では、 よるスーパーグローバルハイスクール指定 の充実を図る。学習指導要領の改訂を踏
めています 出前授業などオナークラス以外の生徒も 事業での取組を継承しながら、発展を図っ まえ、高校３年間を見通した事業全体の
か。 ２ 国際交流の機会をつく ② 海外との交流やエンパワメ 対象とした高大連携事業も実施できた。 ている。次年度から新学習指導要領が本格 在り方について、不断の見直しを行う。

り、国際理解に努めてい ントプログラムなど、国際理 Ａ Ａ Ａ ○ 海外研修は中止したが外部機関と連携 実施になることから、その趣旨を十分に踏 ○ ICT活用や外部連携を一層推進し、国際
ますか。 解の場があると感じている生 しエンパワメントプログラム、オンライ まえ、国際理解教育の工夫とともに、社会 交流事業の見直しや充実を図り、時代や

徒が80％以上である。 ン国際交流及びJICA出前講座を実施した。 に開かれた教育課程の一層の充実など、学 情勢に合わせた研修を生徒に提供する。
○ １，２年における「総合的な探究の時 校の特色づくりを推進できるとよい。 ○ 「総合的な探究の時間」を系統化して、

３ キャリア教育の充実に ③ 社会に出て役立つ能力・態 間」で「仕事インタビュー」を企画して、 総合的な探究の時間では、NPO法人との外 キャリア教育の一層の充実を図る。今後、
努めていますか。 度が身に付いたと感じている Ａ Ａ Ａ 社会人との交流の機会をつくるなど社会 部連携による充実が見られ、次年度、探究 育成したい能力･態度を身に付けるため、

生徒が80％以上である。 に出て役立つ能力・態度の育成を図った。 コーディネーター設置の効果も期待する。 教育課程について充実を図る。

Ⅱ 安心安全な ４ 生徒主体で「いじめ」 ④ 「いじめ防止基本方針」に 〇 いじめ防止フォーラム等を開催して生 いじめをなくすためには、生徒自らが「い ○ 県教育委員会などから発信される動画
学校づくりに のない学校づくりを推進 ついて、生徒に説明してると Ａ Ａ Ａ 徒が主体的にいじめについて考える機会 じめをなくす、いじめをしない」という気 や外部講師の招聘等を効果的に活用し、
努めています していますか。 認識している生徒が80％以上 を設け、外部講師を招いて人間関係作り 持ちをしっかりと持つことが重要である。 生徒が主体的にいじめの根底にある問題
か。 である。 のための行事を多く実施した。 今年度、いじめ防止フォーラム等を開催す 点を捉えることができるよう様々な活動

○ コロナ禍において、避難経路の確認等 るとともに、外部講師を招いて人間関係作 を設定する。
５ 防災対策を職員・生徒 ⑤ 大地震や火災が発生した際 を工夫しながら防火避難訓練を実施した。 りのための行事を実施できたことは評価で ○ 学校施設の老朽化に伴う校内危険箇所
に徹底していますか。 に、全ての職員・生徒が適切 Ａ Ａ Ａ 救急救命士による講演会を実施するなど きる。これからも生徒の主体性を大切にし の正確な把握に努め、生徒が安全に安心

な対応をとることができる。 し職員及び生徒の防災意識向上に努めた。 ながら、いじめの防止、早期発見など組織 して活動できる教育環境整備に努める。
○ 校内の施設の不備による事故の発生は 的な対応に努めてもらいたい。 この中で体育館の床の老朽化については、

６ 校内の施設の安全点検 ⑥ 校内施設の不備による事故 Ａ Ａ Ａ ０件であった。ただし、校舎・体育館・ 校舎・体育館・設備の老朽化が進んでい 授業及び部活動での事故発生の危険性が
に努めていますか。 の発生は０件である。 設備の老朽化が進んでいる。 るが、何らかの機会に改善できるとよい。 認められることから、その修繕を図る。

Ⅲ 生徒の意欲 ７ 工夫して分かりやすい ⑦ 授業に対する、生徒の評価 ○ ２回の授業評価アンケート（選択式、 一人一台iPad活用を推進するために、全 ○ 各教室に設置したプロジェクター等を
的な学習活動 授業を行っていますか。 を学期ごとに実施して、授業 Ａ Ａ Ａ 自由記述式）を実施し、生徒の率直な意 普通教室にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ及びｽｸﾘｰﾝを常設する 利用し、ＩＣＴ活用を更に進め、より深
について適切 改善に生かしている。 見を参考にできるようにした。また、定 とともに、生徒会組織に情報委員会を新設 い学びができるように、授業改善を図る。
な指導をして 期的に他教員の授業を参観できる機会を して生徒の主体的活動を促す取組は評価で ○ コロナ禍で得た知見を生かしながら、
いますか。 ８ 発表する場面で、表現 ⑧ 生徒の80％以上が自分の意 設け、授業改善に努めた。 きる。これらにより、生徒の主体性の育成 ＩＣＴを活用した発表方法等を工夫して、

力の育成に努めています 見や考えを発表する機会があ Ａ Ａ Ａ ○ オナー活動や探究活動、学校説明会等 とともに学力向上を積極的に図る姿がある。 生徒に身に付けさせたい力の一層の育成
か。 ると感じている。 で、生徒の発表機会を設けた。 コロナ禍で教育活動が制限される中、生 を図る。

○ 校内研修や教員相互の授業参観を通し 徒の発表機会を工夫して実施でき良かった。○ 各教科等の目標を明確にしたうえで、
９ 主体的・協働的な学習 ⑨ グループ学習やペア学習を て学習支援アプリ「ロイロノート」等の 生徒対象の授業アンケートについては、 目標達成に必要な手立てとして、協働的
を取り入れていますか。 取り入れている授業が80％以 Ａ Ａ Ａ 活用法や生徒の考えを共有できるような 生徒の率直な評価が各教員の励みになり、 な学習を取り入れるように組織的かつ計

上である。 工夫について理解し、授業改善を図った。 一層の授業改善に直接結び付くと感じる。 画的に取り組む。

Ⅳ 生徒の充実 10 規則正しい生活習慣を ⑩ 安易な欠席・遅刻・早退を ○ コロナ禍ではあったが、各学級担任等 新型コロナウィルス感染症の影響が大き ○ 学級担任や学年職員による面談や日々
した学校生活 身に付けさせています させない指導を徹底し、学年 Ａ Ａ Ａ による日々の生活指導を工夫し、多くの い一年であったが、オンラインによる取組 の声掛けを継続し、学校生活の基盤とな
について適切 か。 平均の遅刻率(人／日)を４以 生徒は安易な欠席・遅刻・早退がなく、 を工夫するなど、生徒の学校生活の充実に る生活指導を職員全員で取り組む。遅刻
な指導をして 下にする。 規則正しい基本的生活習慣を定着させた。 向けて、きめ細かな支援がなされていた。 が多いなど不安要素のある生徒には生活
いますか。 ○ 父母の会、教育振興会と協力し、校門 交通安全指導では、生徒への啓発活動は 習慣改善の為の指導を粘り強く行う。

11 交通規則を遵守し、交 ⑪ 重大な交通事故を未然に防 前の１、２年生のヘルメットの着用率は 大切である。ヘルメット着用率100％に向け 〇 ヘルメット着用について、学校から離
通事故を起こさないよう ぐ。警察署等と連携し交通安 Ｂ Ａ Ａ １００％にできた。ただし、高崎警察署 て、例えば「コンクリートの上にスイカを れた場所での交通指導を段階的に進める
にさせていますか。 全運動を年３回以上実施し、1, 等の外部機関との交通安全運動は、１０ 落としてみる」といった、リスクを啓発に など一層の強化を図る。また、外部と連

2年生ヘルメット着用率100％ 月２２日と１１月１１日の年２回の実施 つながるような、視覚に訴える方法を用い 携し、生徒自身がその重要性を捉えるよ
を目指す。 に留まった。 て説明することも考えられる。 う粘り強く指導する。

○ 担任による二者面談をきめ細かに実施 学校近隣に住んでいるが、登校時のヘル 〇 いじめに対して法に則って対応をしな
12 学校は、いじめの防止 ⑫ いじめ発生件数０を目指し するとともに、教育相談アンケートを計 メット着用状況はとてもよいが、下校時に ければならないという意識を職員全体が
や早期発見に向けた取組 た教育活動に取り組み、万が Ａ Ｂ Ｂ 画的に実施し、いじめの早期発見・解決 は、一部生徒に自転車の並列走行やヘルメ 持てるよう研修を定期的に行う。面談や
を積極的に行ってますか。 一いじめが発生した場合には に向け、組織的な対応を行った。 ット未着用等をみることがあり、引き続き、 教育相談アンケートは今後も定期的に行

組織的にその解決を図る。 事故防止に向けて注意換気を重ねてほしい。 い、生徒をしっかりと支援する。

Ⅴ 生徒の主体 13 生徒の進路意識の高揚 ⑬ 大学見学や職業人講話、進 ○ コロナ禍でオンラインを併用した様々 総合的な探究の時間では、外部連携を充 ○ 校務分掌間で連携して、高校３年間を
的な進路選択 に努めていますか。 路講演会などの進路行事に積 Ａ Ａ Ａ な進路行事を通して生徒の進路意識高揚 実させ、各学年の実態に応じて、将来の進 見据えた進路行事の計画・実施に取り組
について適切 極的に参加したと自己評価で を図ることができた。学問分野別大学説 路を自ら考えるキャリア教育の充実を図っ み、生徒の進路意識高揚を図る。特に総
な指導をして きる生徒が、80％以上である。 明会や医療系分野別説明会、働く大人の ている。今後も、地域に貢献し、地域を盛 合的な探究の時間では、実態に応じて外
いますか。 特別授業など個々の進路希望に合わせて り上げてくれる人材を育てていただきたい。 部機関と連携し、より一層の充実を図る。

14 生徒は自らの進路につ ⑭ 自分の適性を理解し、進路 対応でき効果的であった。 これからも、高校３年間を見据えた進路 ○ 生徒が適切に文理選択や科目選択等を
いて真剣に考え、その実 に関する情報を自ら得ようと努 Ａ Ａ Ａ ○ 多くの生徒が自己の特性を考慮し、進 行事の計画と実施に取り組み、生徒の主体 行うことができるように最新の進路情報
現に向けて取り組んでい めている生徒が、80％以上であ 路情報の収集に努めている。面談の機会 的な進路選択に向けた支援を一層充実でき を積極的に提供する。そして卒業時に納
ますか。 る。 を多く設け、進路実現への支援を図った。 るとよい。 得できる進路を選択できるよう支援する。

Ⅵ 開かれた学 15 保護者や地域住民に向 ⑮ 保護者の80％以上が学校は ○ Webページについて、作成ソフトを変更 ハイスクールガイドの工夫やWebページで ○ 文書や画像だけではなく、動画による
校づくりに努 けて情報を積極的に発信 積極的に情報を発信していると Ａ Ａ Ａ するとともに担当職員の増員を行い、迅 の積極的な配信など広報活動が充実してい 情報発信を充実させ、Webページの魅力を
めています していますか。 感じている。 速な更新に繋げた。また、外部報道機関 る様子が見られた。保護者には学校の様子 向上させ、更新の即時性も高める。
か。 への情報提供を積極的に行い、地域の方 が分かりやすく伝わったのではないか。 ○ 授業公開及び学校公開を感染症対策を

16 授業公開、学校公開に ⑯ 本校保護者だけでなく中学 々に対する、広報活動を充実させた。 一方で、地域住民はWebページをあまり見 講じて実施できるように企画する。学校
努めていますか。 生やその保護者対象の授業公 Ｂ Ｂ Ｂ ○ 授業公開及び学校公開は中止となった ない方もいることから、地域の回覧版等で 説明会や部活動体験会は中学生にとって

開等で合計二千人以上の参加 が、学校説明会や部活動体験会等は感染 の発信も検討してはどうか。また、地元区 より魅力的なものになるよう改善を図る。
を得る。 症対策を講じながら実施できた。 長等の連携による地域課題をともに考える ○ 総合的な探究の時間における職業人イ

○ 父母の会や高崎警察署等と連携し自転 機会を設けてもよいかもしれない。 ンタビュー等、生徒が地域住民と直に繋
17 地域住民から信頼され ⑰ 地域住民や生徒の保護者の 車用ヘルメット着用や交通マナーの向上 いずれにせよ、開かれた学校づくりの成 がる機会を活用し生徒に本校生としての
る高経附の生徒を目指し 80％以上が高経附の生徒や本 Ａ Ｂ Ｂ について指導を行うことで、地域住民か 果により、本校は中学生にとって最も魅力 自覚を促すとともに地域住民に生徒や学
ていますか。 校の教育活動を評価している。 らの信頼が得られる生徒の育成を図った。 のある進学希望先の一つとなっている。 校の様子を理解してもらえるようにする。

Ⅶ 教育のデジ 18 ICTを活用した指導を行 ⑱ 生徒の80%以上が、ICTを活 〇 約90％の生徒がICTを活用した学習によ 本校は早期に一人一台デバイスを導入し、〇 ICT機器については、引き続き、より効
タル化に努め っいますか。 用した学習を行うことで理解 Ａ Ａ Ａ り理解が深まったと感じており、ICT機器 ＩＣＴ活用の充実を図ってきた。今後は、 果的な活用方法等の研修機会を設け、生
ていますか。 が深まったと感じている。 を学習に活用する習慣をある程度定着さ 義務教育段階でＩＣＴを活用した子どもた 徒の学びの深化に向けた授業改善に活か

せることができた。 ちが入学してくることを想定して、一層の す。
19 ICTを活用した業務改善 ⑲ 保護者の80%以上がICTを活 〇 学校からの連絡や情報発信でデジタル 充実を図っていけるとよい。 〇 ICT機器を活用した保護者との連携方法
を行っていますか。 用することで学校からの通知 Ａ Ａ Ａ 化を強化した。特に、保護者による生徒 なお、大学では、今後、入学生全員にコ 等に関する検討を進め、学校からの通知

が確認しやすくなったと感じ の欠席連絡にもICTが活用できるように ンピュータ購入を義務づけてはどうかとい を確認しやすくするための方策の一層の
ている。 し、効率化を図った。 った意見も出ている。 工夫を図る。

※ Ａ 十分達成できた Ｂ 達成できた Ｃ もう少しで達成できた Ｄ 達成できなかった


